
 第Ⅱ部 第１１章 欧米における近代社会の成長 

１ 産業革命                                              教教教教ｐｐｐｐ222222220000～～～～pppp223223223223（（（（L20L20L20L20）））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イギリスの産業革命 

・・・18Ｃ後半，【1   】工業における，大量生産を可能にした技術革新 （＝機械の発明）  

及び，技術革新にともなう社会・経済構造の一大変革 

技
術
革
新 

○【2          】（英）…飛び杼を発明（1733）：機織の作業時間が短縮 

○【3          】（英）…多軸紡績機（＝ジェニー紡績機，1764 頃）：紡績技術の向上 

○【4          】（英）…水力紡績機（1769）：紡績技術の向上 

○【5          】（英）…ミュール紡績機（1779）：紡績技術の向上 

○【6          】（英）…力織機（1785）：蒸気機関を用いて機織機を自動化 

 

動
力
革
命 

○ニューコメン（英）…蒸気機関を発明（18Ｃ初） 

○【7     】（英）…【8        】を改良して実用化（1769） 

⇒⇒⇒⇒綿布綿布綿布綿布のののの大量生産大量生産大量生産大量生産がががが可能可能可能可能となるとなるとなるとなる！！！！    

⇒⇒⇒⇒紡績機紡績機紡績機紡績機やややや機織機機織機機織機機織機のののの動力動力動力動力としてとしてとしてとして生産生産生産生産のののの自動化自動化自動化自動化をををを実現実現実現実現！！！！    

交
通
革
命 

○【9       】（米）…蒸気船を発明（1807） 

○【10           】（英）…【11           】を実用化（1814） 

⇒ストックトン～ダーリントン間に蒸気機関車が開通（1825） 

⇒リヴァプール～マンチェスター間に蒸気機関車が開通（1830） 

 

 
⇒⇒⇒⇒鉄道鉄道鉄道鉄道がががが陸上交通陸上交通陸上交通陸上交通のののの主役主役主役主役にににに，，，，蒸気船蒸気船蒸気船蒸気船がががが海上交通海上交通海上交通海上交通のののの主役主役主役主役になるになるになるになる！！！！    

○機械工業の発達 

○鉄工業・石炭業の発達（機械の原料となる） 

 

○機械制工場により安価な商品の大量生産が開始！（⇒従来の手工業が没落） 

○大工場を経営する産業【12      】が出現（⇒工場で働く【13      】が出現） 

⇒⇒⇒⇒【14        】体制がががが成立成立成立成立！！！！    

◆都市に人口が集中 

○工業都市…マンチェスター・バーミンガム 

○商業都市…リヴァプール 

◆【15        】が発生！！ 

〔原因〕資本家の利潤追求 

○労働者の低賃金・長時間労働 

○女性・子どもの酷使 

 

◆イギリスが製品を世界各地に輸出 

⇒“【16          】”の地位を獲得！ 

◆産業革命の波及 

○【17             】…1830 年代 

○【18            】…1840 年代 

○【19           】…19 世紀末頃 

 


